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Ⅰ．２． 

平成25年度 

年次報告会における 

コーディネーターによる講評 

 
年次報告会 

 

工業高等学校：  平成２６年１月２０日 

農業・水産高等学校：  平成２６年１月２４日 

商業高等学校：  平成２６年１月２８日 

高等専門学校：  平成２６年２月 ３日 

 

 

この資料は、年次報告会において、各コーディネーターの先生方が、お話しになった講評を取り 

まとめたもので、特に、コーディネーターの先生方の許可を得て掲載するものです。 

大きな観点からの講評もあれば、実践的な観点からの講評もありますが、 

いずれも知財マインドを持ち、創造力・実践力・活用力を育む人材育成の実践に有用なものです。 

学校が所属する学校区分の講評だけでなく、他の学校区分の講評も 

役立つと思われますので、ぜひご覧になってください。 
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１）工業高等学校（平成２６年１月２０日） 

コーディネーター 

全国知財・創造教育研究会 会長     篭原 裕明 氏 

愛媛県立新居浜高業高等学校 校長                  内藤 善文 氏 

鹿児島県立鹿児島工業高等学校 教頭     満丸 浩 氏 

長崎県立佐世保工業高等学校 教頭     梅野 剛 氏 

北海道旭川工業高等学校 教頭     新山 雄士 氏 

佐賀県立有田工業高等学校 教諭      吉永 伸裕 氏 

 

１－１）篭原 裕明氏の講評 
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  １－２）内藤 善文氏の講評 
お疲れ様でした。知財教育は、正に「未来を創る教育」であると、お互いに情報交換する中で、再認

識していただいたのではないかと思います。次世代を担う人材育成の観点で、この教育を創意工夫しな

がら、今後も粘り強く取り組んでほしいと思います。「知財教育」は、ここ１０年間で随分全国に認知さ

れ、普及してきたと思います。次のステップとして、これからは、商業高校や農業高校などの実践に学

び、製品開発から商品開発への展開や、その販売などの実例が出てくることを期待したいと思います。

以上です。 

 

１－３）満丸 浩氏の講評 
工業高校では，レベルの高い製品づくり，作品づくりに主眼が置かれた取り組みが多くみられ，素晴

らしいことだと思います。今後は，「知的創造サイクル」の創造，保護から「活用」の視点に立った，具

体的には，知的財産教育の取組として製品づくりから商品づくりに挑戦する学校が出てくることを期待

しています。 
 
１－４）梅野 剛氏の講評 
 知的財産教育をとおしてどういう生徒を育成するのかを明確にして取り組む必要があると思います。

ある学校は「地財教育をとおして、地元で活躍できる産業人の育成を図る」としています。目的や目標

そして育成すべき生徒像が明確になっていれば、おのずと取り組むべき内容も明らかになるものと確信

します。協力校で培ったネットワークをフルに活かして大いなる研究成果をあげていただきたいと思い

ます。 
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１－５）新山 雄士氏の講評 
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１－６）吉永 伸裕氏の講評 
  
知財教育に取り組む期間の長短が、実践の深さを示す指標になるとは必ずしも言えない。 
これは決して取り組みの長い学校の評価を下げる言い回しではなく、これまでの知財事業で積み上げら

れた実践報告や取り組みを参考に、新しい参加校が意欲的に動いていることに他ならない。 
学校内の組織作りに尽力している学校、インターンシップの受け入れ企業を知財セミナーに招待する連

携、地域の生産者、地域企業に働きかけて連携の取り組みを進めようとしている中長期的な取り組み。

非常に前向きな実践が数多く報告された。 
学校の立ち位置は、地域というステージのうえで大きく変わろうとしている。地域の企業、生産者、他

校種の学校、近隣の弁理士組織などをつないで、実践的な授業展開を行う教育スタイルだ。その「つな

ぎ」になるべく教員自体が意識を外に向けていくことが肝要だろう。また、これらを継続可能なものに

していくためにも、マニュアル化と実践のアーカイブ化、体系化も急がれている。 

  
 

２）農業・水産高等学校（平成２６年１月２４日） 

コーディネーター 

全国知財・創造教育研究会 会長     篭原 裕明 氏 

長崎県立島原農業高等学校 教諭      陳内 秀樹 氏 

岐阜県立大垣養老高等学校 教諭     中野 輝良 氏 

 

２－１）篭原 裕明氏の講評 
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２－２ ）陳内 秀樹氏の講評 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度のまとめの前に、中間報告会を振り 

返って、主催者挨拶や御来賓の方の挨拶か 

らキーワードを拾ってみると、このように 

なります。これらの事を念頭に、後半の実 

践を行ってきました。 

 

 

 

 

また中間報告のまとめでは、農業教育の 

基礎基本として身に付けさせるべきこと 

を、新指導要領や産業社会の変化に合わせ 

て我々教職員の意識の変化が必要ではない 

かと述べました。 

具体的には、クラフトマンシップや農業 

生産に関する知識技術のみならず、アント 

レプレナーシップや知財マインド、産業社 

会に関する知識や経営・流通に関する体験 

も基礎基本と考えるべきということです。 
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それでは、今年度の報告の特徴を振り返ってみたいと

思います。  

６次産業化が志向されている現在の農業は、農業技術

で生産し販売するまでの産業です。  

 

 

 

 

 

 

各校の報告では、これら全般に関わるもの。あるいは

農業の専門だけでなく、教育そのものとも言える指導法

や教育法の深化や発展を感じる発表も多くありました。  

 

 

 

 

 

 

 

次に、別の軸で考えると、学校教育は校内（教室）で

の学びを基本としながら、産学連携等を通じて校外との

連携に発展してもいきます。  

先ほどの水平の図にこの軸を組合せると次のスライ

ドになります。  
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さらに、各校の報告を振りかえれば、校内での農業

専門技術の学習や研究活動（左下） からスタートし

たものが、校外連携（左上） に発展し、販売・デザ

インの学習等校内での学びに回帰（右下）し、さらに

産学連携での商品化等（右上）に至るという流れがあ

るようです。  

 

 

 

各校で行われている個別様々な実践に、各校１０点

を持ち点として重み付けしながら、バルーンチャート

でモデル化すれば、今年度の取り組みが見えるのでは

ないかと考えました。  

 

 

 

 

 

 

例えば、このようになります。左下に２ 点、右下

に２点、右上に６点、計１０点という感じです。  

先生方、ご自身の実践と発表を振り返って、自校の

取り組みは、どのエリアに何点ずつプロットされるで

しょうか。  
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今年度の発表の傾向を見ると、このような感じを受

けました。販売・デザイン分野に発表の重きがある印

象です。  

先生方はどのように感じられたでしょうか。これは、

決して、販売・デザイン分野ばかりを研究した訳では

なく、中間発表時に農業技術の研究、いよいよ販売の

段階に至った年次報告では、販売デザイン分野となっ

たのだと思います。  

 

農業の知識技術の学習や実習は農業教育のコアの

部分です。私たち本事業担当者には知財教育は、農業

の全分野に関わることだという認識がありますが、知

財教育の指導体験が少ない一般の先生方は、ここの部

分について明示がなければ、知財教育は、販売・デザ

イン等の商標に主に関わるものという誤った受け取

り方で伝わることもあります。  

 

 

  

また、一方で、農業教育のコアの部分により注力す

ることで、次のスライドに示すようにより総合的な力

を上げることができると思います。  
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（図の説明：全ての上流にあたる農業教育のコアの部

分の指導の充実は、その後の下流部分の底上げにも繋

がる。）  

 
 
 

 

 

 

 

これまで、農業高校における知財教育は、平成１４

年度の本事業スタート以降、テキストを使った知財権

の学習からスタートし、専門分野を活かした研究活動

を通じた知財権の取得、さらにはいかに生徒の創造性

を喚起するかなど、深化発展してきました。新分野だ

けでなく、今までしてきたことにも価値があることを

念頭にこれから出される年次報告書をまとめていた

だくとバランスがよいと思います。  
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最後に、先ほど触れた農業教育のコア部分に磨きをか

けるという点で、今後の日本の農業の方向性について共

通認識を持ちたいと思います。ひとつは今回の報告でも

多く出た６次産業化。もうひとつは、スライドに示すオ

ランダの例にみられるような農業の植物工場化と生

産・加工・流通・輸出を組み合わせた農業コンビナート

化です。これらのことを踏まえて、次年度の知財教育の

活動のひとつの素地にしていただくとよいのではない

かと考えます。  

本日は、お疲れ様でした。ありがとうございました。  

 

 

 

２－３ ） 中野 輝良氏の講評 
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先生方、今日1日、そして今年1年にわたる知財教育の実践、お疲れさまでした。 

毎年のことですが、この年次報告会では各校での知財に対する様々な取り組みを聞かせていただくこと

ができます。年々、知財教育の展開の仕方、幅が大きく広がり、深いものになってきていると改めて感

じたところです。各校が置かれた実情に合わせて知財教育が進められ、それがさらに産業界である地域

や企業などと結びついた実践学習へと発展してきていることは、知財教育が地に足が付いたものになっ

てきている証であると考えます。 

さて、新しい学習指導要領の実施もはじまり、各教科・各学科・各科目において名実ともに知財学習を

取り入れた指導が始まりました。押さえておきたいことは「直接的な実体験が高い専門性とつながり、

それが使える知識と技術になる」というこです。そして、その「プロセスのなかで知財をどう関連づけ

て学ばせるのか」が大切であると言うことです。 

知財教育で生徒を育てる、という視点に立っ時に、原点である「農業生産＝飼育・栽培」があって、そ

こから知識・技術の習得、課題解決・発見学習（プロジェクト学習）、そしてその題材として地域課題

や企業連携があるのではないかと考えます。この組み立てを整理したものがカリキュラムです。専門学

習の基礎・基本に知財をリンクさせた指導を組み立てること、そしてそれを体系づけてカリキュラムへ

と反映することで継続できるシステムになっていく。この組み立てと実践、検証を行っていただきたい

と思います。 

今年も1年間、知財教育に取り組んでこられた先生方のネットワークを生かして、情報交換を行っていた

だき、さらに研鑽を重ねられ、各校での知財教育の実践がさらに充実していくことを願っております。

ぜひ今日の報告会で得られたたくさんの情報を手土産に、各校へ持ち帰っていただき、活用していただ

きたいと思います。 

また、我々指導者のネットワーク作りもさることながら、生徒のネットワーク作りも進んでおります。

11月に開催された産フェアあいちでは、生徒交流会を実施し、お声かけ致しましたところ、大変多くの

学校から生徒・先生方にご参加いただき、ありがとうございました。お陰様で50名を越える参加者を得

て意見交流ができ、大変有意義な場となりました。次年度の宮城大会でも開催を考えておりますし、夏

には大垣養老高校にて知財研修会も実施予定となっております。ぜひ多くの学校からのご参加をお待ち

しております。 

最後に、本日の会において各校での知財教育の実践報告が活発に交わされ、来年度につながる会であ

りましたこと、お礼申し上げて講評と致します。 

本日はお疲れ様でした。 
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３）商業高等学校（平成２６年１月２８日） 

コーディネーター 

全国知財・創造教育研究会 会長     篭原 裕明 氏 

鹿児島県立指宿商業高等学校 教諭     安藤 新 氏 

長崎県立島原農業高等学校 教諭      陳内 秀樹 氏 

 

３－１）篭原 裕明氏の講評 
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 ３－２）安藤 新氏の講評 
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３－３）陳内 秀樹氏の講評 
  

まず、商業教育において、各校、簿記、会計、情報処理等、様々な指導内容がある中で、知財教育を

新たに取り入れ推進されていますことに、心から敬意を表します。本日発表されたこれだけ充実した取

り組みを実施されるにあたり、他の指導内容とのバランスや、他の先生方との調整に心を砕いてこられ

ただろうことを想像し、発表いただいた先生方のこれまでの現場でのご苦労を拝察いたします。 
 商業高校では、今回の指導要領の改定にあたり知財分野が様々な科目の指導内容に取り入れられまし

た。そのため、商業科全職員が出来るようにと考え、いかに組織的に取り組んでいくかを志向された発

表が多かったように感じます。  
 その中で、今年担当いただいた先生方は来年度外れて、別の先生になるという学校も多くありました。

次年度にあたり、先生方が担当を外れられても、ぜひ先生ご自身の現在の知財教育の取り組みは継続下

さいますようお願いいたします。それが各校の取り組みの深化・発展の原動力となるものと思います。 
 そして、担当を外れる先生方の取り組み内容も、他の担当の先生を通じて、次年度、この場で報告さ

れ共有されることを願っています。 
 １年間の実践そして、本日のご発表、まことにお疲れ様でした。 
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４）高等専門学校（平成２６年２月３日） 

コーディネーター 

全国知財・創造教育研究会 会長      篭原 裕明 氏 

元（独）高専機構茨城工業高等専門学校 教授           金子 紀夫  氏 

山口大学大学院技術経営研究科 教授     木村 友久 氏 

 

４－１）篭原 裕明氏の講評 
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４－２）金子 紀夫氏の講評 
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４－３）木村 友久氏の講評 
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